　　　今月の花　「アジサイ」（改）　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　６月、雨の季節を象徴する花は「アジサイ」であろう。花の少ない季節でもあり、これほど雨に似合う花もない。アジサイは「アジサイ科」の落葉低木で日本固有種、名の由来は集真藍（あずさあい）、つまり真の藍色の小花が集まった姿から付けられたという。ガクアジサイが母種とされ、藍色の小花に見えるものは、実はガク片で本当の花弁はごく小さく目立たない。真の花には雄しべも雌しべもあるが結実はしない。(母種であるガクアジサイは結実する。)
一方、アジサイの花の色は栽培される土質に大きく影響され、酸性の土では青色系、アルカリ性の土では紅色系が映えるとされる。また、花の咲き始めから白や薄緑、薄青、淡紅、藍、紫などへと日を追って花色を変えるので、「七変化」などという別名もある。これに因むのか花言葉は「移り気」。　中国名は「八仙花」。『万葉集』には「よひらのはな」（四枚の花びらの意味）として登場する。
余談ではあるが、幕末に長崎に来ていたシーボルトは著書『日本植物誌』の中で、アジサイを　Hydrangea otakusa  と命名、発表し世界に広めた。しかしなぜ学名に「アジサイ」ではなく「オタクサ」の名をつけたかは長い間ナゾであった。後に彼の愛人であった長崎の遊郭の女性「お滝さん」に因んだことが判った。この女性に花の名を献上したらしいが、これにカンカンに怒っていたのが、植物学者の牧野富太郎であったとのこと。昭和２年の「植物研究雑誌」の誌上で、言葉の限りをつくしシーボルトを批判している。要約すると、シーボルトは勝手に和名を変更して自分の閨で目尻を下げた女の名を用い、花の神聖を汚したと論じている。最後に「アア可哀想ナあじさいヨ」とまで嘆じている。牧野博士がこの日本原産の花をいかに愛していたかが伺える。また、名前を簡単に変えてほしくないという気が強かったのであろう。　　　　　　　（　産経抄　　2009.6.9より）　　　　　　　　　　

アジサイには栽培品種も多く、大きく分けて日本アジサイと西洋アジサイ（学名のハイドランジアで呼ばれる）がある。後者は日本のものが中国を経てロンドンに入ったのが始まりで、
　　　　　　　　　　　　June　2013　NKC

１９世紀には紅花種が登場、その後もオランダ、ベルギー、フランス等を中心に品種改良が進められ、現在では４００～５００種が作りだされている。日本種とは異なり、鉢植え用が多く、室内で楽しめるのが特徴とされる。
　アジサイは花の少ない梅雨どきが花期で、群生して無数の花房をかかげた様には独特の風情がある。このため、各地に名所と称される寺院や公園があり訪れる人も多い。近郊では『六甲山』が有名で、山上には５万株のアジサイが咲くとされる。見ごろは山上であるため７月、火成岩の風化した酸性土壌に咲く藍紫の大輪の花は特に素晴らしい。
広義のアジサイの中には前述の「アジサイ」の他に「ガクアジサイ」及び「ヤマアジサイ」を含めることが多い。「ガクアジサイ」とは集散花序の中央部の両性花の集団を囲む装飾花をガクに例えて命名されたとされたもの。品種改良によって、さまざまな色の花が作り出されている。『アジサイ』も本種の改良種のひとつである。
山中に自生するアジサイの仲間の花も形状的には両性花と装飾花からなり、花の色は里育ちの「アジサイ」とは異なり、装飾花は白色のものが多い。暗い林内にあってはむしろ白色である方がよく目立つ為であろうか。これ等の仲間には「ヤマアジサイ」「ガクウツギ」「ノリウツギ」や、つる性の「ツルアジサイ」「イワガラミ」が知られている。
なお、山中に咲く「コアジサイ」は装飾花を持たず、淡青～白色の両性花だけからなる。山中では最も早く咲くアジサイとされ、６月初旬には六甲山系でも見られる。
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